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1本マニュアルについて 

1.1 マニュアル内容 

本マニュアルは、ユーザーが Gowin PCI to Ethernet IPを使いこなせる

ように作成されています。主に機能の概要、機能の説明、インターフェー

ス一覧、GUIでの構成などが含まれます。 

1.2 関連ドキュメント 

GOWINセミコンダクターのウェブサイト www.gowinsemi.com/jaから、

以下の関連ドキュメントがダウンロード、参考できます： 

⚫ GW1Nシリーズ FPGA製品データシート（DS100） 

⚫ GW2Aシリーズ FPGA製品データシート（DS102） 

⚫ GW1NRシリーズ FPGA製品データシート（DS117） 

⚫ GW2ARシリーズ FPGA製品データシート（DS226） 

⚫ GW1NSシリーズ FPGA製品データシート（DS821） 

⚫ GW1NZシリーズ FPGA製品データシート（DS841） 

⚫ GW1NSRシリーズ FPGA製品データシート（DS861） 

⚫ GW1NSEシリーズ安全 FPGA製品データシート（DS871） 

⚫ GW1NSERシリーズ安全 FPGA製品データシート（DS881） 

⚫ GW1NRFシリーズ Bluetooth FPGA製品データシート（DS891） 

⚫ GW2ANRシリーズ FPGA製品データシート（DS961） 

⚫ GW2ANシリーズ FPGA製品データシート（DS971） 

⚫ Gowinソフトウェア ユーザーガイド（SUG100） 

1.3 用語、略語 

本マニュアルで使用される用語、略語、及びその意味については、表 1-1

を参照してください。 

https://gowinsemi.com/ja/support/database/
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS100J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS102J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS117J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS226J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS821J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS841J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS861J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS871J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS881J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS891J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS961J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS971J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
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表 1-1用語、略語 

用語、略語 正式名称 意味 

IP Intellectual Property 設計資産 

LUT Look-up Table ルックアップテーブル 

PCI Peripheral Component Interconnect 
ペリフェラル・コンポーネ

ント・インターコネクト 

Ethernet Ethernet イーサネット 

1.4 テクニカル・サポートとフィードバック 

GOWINセミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供していま

す。使用に関するご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わせ

ください。 

Webサイト: www.gowinsemi.com/ja  

E-mail：support@gowinsemi.com 

 

https://www.gowinsemi.com/ja
mailto:support@gowinsemi.com


2概要 2.1主な機能 

 

IPUG754-1.0J 3(19) 

 

2概要 

Gowin PCI to Ethernet IPはPCIバスによるGowin Triple Speed Ethernet 

IPの構成を可能にし、Gowin PCI Target IPとGowin Triple Speed Ethernet 

IP間の通信を実現します。 

表 2-1 Gowin PCI to Ethernet IPの概要 

Gowin PCI to Ethernet IP 

サポートされるデバイス 
ALL(GW1N-1/GW1N-1S/GW1NZ-1など

の 1Kデバイスを除く) 

ロジックリソース 表 2-2参照。 

提供されるファイル 

設計ファイル Verilog (暗号化) 

リファレンスデザイン Verilog 

テストベンチ Verilog 

テストおよび設計フロー 

合成ソフトウェア GowinSynthesis 

統合開発環境 Gowinソフトウェア 

2.1 主な機能 

Gowin PCI to Ethernet IPは、PCIデバイスが Ethernetデバイスと通信

できるようにします。Ethernetデバイスはバックエンドデバイスとして、

PCIの BAR（Base Address Register）スペースにマウントされます。 

2.2 動作周波数 

Gowin PCI Target IPの動作クロックの周波数は 33MHzで、Gowin Triple 

Speed Ethernet Controller IPの動作クロックの周波数は 125MHzです。し

たがって、2つの IPの動作クロックは非同期クロックであり、PCI to 

Ethernet IPにはクロスクロックドメイン処理が必要です。 

2.3 リソース使用率 

Gowin PCI to Ethernet IPは Verilogにより実装されます。そのリソース

使用率を表 2-2に示します（GW2A-55の場合）。 
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表 2-2リソース使用率 

LUTs REGs Block Rams Device Series Speed Level 

921 668 4 GW2A-55 -8 
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3機能の説明 

3.1 ブロック図 

図 3-1に示すように、PCI to Ethernet IPは、PCI Targetと Ethernetイン

ターフェースの間のインターフェース変換によりこの両者の通信を実現し

ます。 

図 3-1 PCI to Ethernet IPのブロック図 

 

3.2 機能ダイアグラムの説明 

図 3-2に示すように、Gowin PCI to Ethernet IPは 5つのモジュールで構

成されています。 

⚫ 送信バッファモジュールは、PCIからのデータをバッファリングでき

ます。送信バッファは、1518バイトの長さのイーサネットフレームを

保持できます。 

⚫ 送信インターフェース変換モジュールは、PCIデータを Ethernet IPの

Tx MACインターフェースに必要なデータに変換し、関連する Tx MAC

インターフェースの制御信号を生成します。 

⚫ 受信バッファモジュールは、Ethernetからのデータをバッファリング
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できます。受信バッファは、1518バイトの長さのイーサネットフレー

ムを保持できます。 

⚫ 受信インターフェース変換モジュールは、Ethernet IPの Rx MACイン

ターフェースのデータを PCIに必要なデータに変換し、関連する PCI 

Localインターフェースの制御信号を生成します。 

⚫ MIIMインターフェース変換モジュールは、PCI Localインターフェー

スと Ethernet IPの MIIMインターフェース間の変換を実現します。デ

ータ量が少ないため、バッファは不要です。 

図 3-2 PCI to Ethernet IPの機能ダイアグラム 

送信バッファ
送信インターフ

ェース変換

受信インターフ

ェース変換
受信バッファ

PCI Local

インターフェース

Tx MAC 

インターフェース

Rx MAC 

インターフェース

MIIMインターフ

ェース変換

MIIM

    インターフェース

PCI to Ethernet

PCI Local

インターフェース

PCI Local

インターフェース

 

 

3.3 レジスタ情報 

PCI to Ethernet IPのレジスタ情報を表 3-1に示します。レジスタの最大

アドレスは 0x1014であるため、PCI Target IPのベースアドレスレジスタ

は少なくとも 128KBに設定する必要があります。表 3-1 

表 3-1レジスタ情報 

オフセット/範囲 レジスタ名 アクセス制限 機能の説明 

0x0000-0x0fff MIIM Configure なし MIIM構成レジスタ。 

このレジスタにアクセ

スすると、tg_addrの

アドレスの一部が、次

のようにイーサネット

MIIMインターフェー

スの phyadおよび

regadにマップされま

す。 
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オフセット/範囲 レジスタ名 アクセス制限 機能の説明 

11:7 => phyad（デフォ

ルトは 0x0） 

6:2 => regad（デフォ

ルトは 0x0） 

このセグメントアドレ

スに対して読み出しお

よび書き込みを実行す

る場合、データマッピ

ング方法は次のように

なります。 

書き込みの場合、PCI

からのデータは、MIIM

インターフェースの

miim_wrdata [15：0]に

マップされます。 

読み出しの場合、PCI

は MIIMインターフェ

ースの miim_rddata 

[15：0]のデータを読み

出します。 

0x1000 Speed 
Configure 

書き込み専用 イーサネット速度と二

重構成レジスタ。デー

タを書き込むことによ

り、イーサネットの動

作速度

（10M/100M/1000M）

と二重モード（全二重

または半二重）を構成

できます。 

0 => speedis1000（デ

フォルトは 0x0） 

1 => speedis10（デフ

ォルトは 0x0） 

上記の 2ビット[1：0]

には、次の組み合わせ

があります。 

00 =>100M 
01 =>1000M 
10 =>10M 
2 => duplex_status 

このビットが 0の場合

は全二重、1の場合は

半二重になります。 

0x1004 Tx Frame 
Length 

なし 送信フレーム長レジス

タ。 

PCIは、データをイー

サネットに送信する前

に、まずこのレジスタ

に送信されるイーサネ

ットフレームの合計バ
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オフセット/範囲 レジスタ名 アクセス制限 機能の説明 

イト数を書き込む必要

があります。 

0x1008 Tx State 読み出し専用 送信ステータスレジス

タ。 

このレジスタのデータ

を読み出すことによ

り、イーサネットデー

タの送信状況を確認で

きます。 

読み出されたデータが

0の場合は、イーサネ

ットデータの送信が完

了していないことを意

味します。 

読み出されたデータが

1の場合は、イーサネ

ットデータの送信が完

了したことを意味しま

す。 

0x100c Tx Data 書き込み専用 送信データレジスタ。 

PCIがこのレジスタに

データを送信すると、

データは送信バッファ

モジュールに入りま

す。1フレームのデー

タがすべて送信される

と、Tx MACインター

フェースのタイミング

が生成されてデータ送

信が完了します。 

0x1010 Rx Frame 
Length 

読み出し専用 受信フレーム長レジス

タ。 

PCIは、イーサネット

データを受信する前

に、このレジスタの値

を読み出す必要があり

ます。このレジスタは、

受信バッファ内のイー

サネットフレームのバ

イト数を格納します。

読み出されたデータに

基づいて、必要な読み

出し回数が決定しま

す。 

0x1014 Rx Data 読み出し専用 受信データレジスタ。 

PCIがこのレジスタを

読み出すと、受信バッ

ファ内のイーサネット

データを読み出しま
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オフセット/範囲 レジスタ名 アクセス制限 機能の説明 

す。 

3.4 操作手順 

まず Ethernetがマウントされる PCIの BARスペースを決定する必要が

あります。ただし、PCI Targetの tg_bar_hit信号は 1〜6ビット幅であり、

PCI to Ethernetの tg_bar_hit信号は 1ビット幅であるため、PCI Targetの

tg_bar_hitの 1ビットを PCI to Ethernetの tg_bar_hitに接続する必要があ

ります。 

Gowin PCI to Ethernet IPの実際の動作プロセスは以下のとおりです。 

1. Speed Configureレジスタを構成してイーサネットの動作速度と二重

モードを決定します。 

2. MIIM Configureレジスタを構成してPHYチップの属性と動作モードを

決定します。 

3. データを送受信します。 

- データを送信する場合は、最初にイーサネットフレームの長さ（バイ

ト単位）を Tx Frame Lengthレジスタに書き込む必要があります。 

- データを受信する場合は、最初に Rx Frame Lengthレジスタからイー

サネットフレームの長さ（バイト単位）を読み出す必要があります。 

Gowin PCI Target IPと Gowin Triple Speed Ethernet IPの詳細について

は、『Gowin PCI Target IPユーザーガイド（IPUG904）』と『Gowin Triple 

Speed Ethernet IPユーザーガイド（IPUG538）』を参照してください。

 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/IPUG904J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/IPUG538J.pdf
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4インターフェース一覧 

4.1 ピン配置図 
図 4-1 PCI to Ethernet IPのピン配置図 

PCI to Ethernet

pci_clk

pci_rst_l
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4.2 ピンの説明 
表 4-1ピンの説明 

ピン 方向 説明 備考 

クロックとリセット すべての信号の入出力

方向は、PCI to 

Ethernet IPを基準と

しています。 

pci_clk 入力 PCI入力クロック。 

pci_reset_l 入力 
非同期リセット信号、アク

ティブ Low。 

gtx_clk 入力 

125MHzのクロック入力。

IPが RGMIIまたは GMII

を使用する場合、125MHz

のクロックが必要です。 

PCI Localインターフェース 

tg_addr[31:0] 入力 
PCI Targetのアドレス信

号。 

tg_data_out[31:0] 入力 
PCI Target書き込み際の

データ出力信号。 

tg_data_in[31:0] 出力 
PCI Target読み出し際の

データ入力信号。 

tg_cbe_l[3:0] 入力 

PCI Targetバイトイネー

ブル信号、アクティブ

Low。 

tg_ready_l 出力 

この信号が有効な場合、

PCI to Ethernet IPがデー

タを受送信する準備がで

きていることを示します。 

tg_write_l 入力 
PCI Target書き込み指示

信号、アクティブ Low。 

tg_read_l 入力 
PCI Target読み出し指示

信号、アクティブ Low。 

tg_stop_l 出力 
データ送信停止信号、アク

ティブ Low。 

tg_abort_l 出力 
データ送信放棄信号。アク

ティブ Low。 

tg_cmd_o[3:0] 入力 
PCI Target送信コマンド

信号 

tg_bar_hit 入力 

シングルビットの BARス

ペース選択信号。この信号

は、PCI Targetの

tg_bar_hit [5：0]信号の特

定の 1ビットです。

tg_bar_hit [5：0]信号から

特定の 1ビットを選択す

ることにより、Ethernet IP
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ピン 方向 説明 備考 

を必要な BARスペースに

マウントすることができ

ます。 

tg_access 入力 

信号が有効な場合、PCI 

TargetはLocalインターフ

ェースにアクセスしてい

ることを示します。 

tg_value 入力 

PCI Target書き込みの際、

この信号が有効な場合、

tg_data_out [31：0]のデー

タが有効であることを示

します。PCI Target読み出

しの際、この信号が有効な

場合、tg_data_in [31：0]

のデータが有効であるこ

とを示します。 

Ethernet IPインターフェース 

speedis1000 出力 

イーサネットレート選択

信号。IPが RGMIIまたは

GMII/MIIモードで動作す

る場合、IPのレートを

1000Mまたは 10M/100M

に構成します。 

1:1000M 

0:10M/100M 

speedis10 出力 

イーサネットレート選択

信号、IPが RGMIIモード

で動作し、speedis1000が

0の場合、IPのレートを

10Mまたは 100Mに構成

します。 

1:10M  

0:100M  

注記： 

speedis1000が 1の場合、

この構成ピンは無視されま

す 

duplex_status 出力 

イーサネット二重モード

構成信号。IPが RGMII、

MIIまたは GMII/MIIモー

ドで動作する場合、二重モ

ードを構成します。  

1:半二重 

0:全二重 

rx_mac_clk 入力 ユーザー側受信クロック 

rx_mac_valid 入力 ユーザー側受信イネーブ
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ピン 方向 説明 備考 

ル 

rx_mac_data 入力 ユーザー側受信データ 

rx_mac_last 入力 
ユーザー側が受信した最

後のバイトを指示 

rx_mac_error 入力 
ユーザー側のエラーフレ

ーム受信を指示 

rx_pause_req 入力 
pauseフレーム受信を指

示 

rx_pause_val 入力 

pauseフレームparameter

フィールドの受信。pause

時間を指示 

rx_statistics_valid 入力 
ユーザー側受信の統計が

有効かを指示 

rx_statistics_vector 入力 
ユーザー側受信の統計情

報 

tx_mac_clk 出力 ユーザー側送信クロック 

tx_mac_valid  出力 
ユーザー側送信イネーブ

ル 

tx_mac_data  出力 ユーザー側送信データ 

tx_mac_last  出力 
ユーザー側が送信した最

後のバイトを指示 

tx_mac_error  出力 
ユーザー側のエラーフレ

ーム送信を指示 

tx_mac_ready  出力 

ユーザー側の送信ハンド

シェイク信号。1の場合

は、tx_mac_dataが受信さ

れたことを意味します。 

tx_collision  入力 

ユーザー側の送信衝突を

指示。1はこの送信に衝突

があり、送信を直ちに終了

する必要があることを示

します。この信号は半二重

モードでのみ有効です 

tx_retransmit  入力 

ユーザー側の再送信を指

示。この信号は tx_collision

と同時に現れ、1は、フレ

ームを再送信する必要が

あることを示します。この

信号は半二重モードでの

み有効です 

rx_fcs_fwd_ena 出力 

受信 FCS Forward：1：受

信 FCS Forwardを有効に

する  
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ピン 方向 説明 備考 

0：受信 FCS Forwardを無

効にする 

rx_jumbo_ena 出力 

受信 Jumbo：  

1：イネーブル。 0：ディ

セーブル 

rx_statistics_valid  入力 
ユーザー側受信の統計が

有効かを指示 

rx_statistics_vector 入力 
ユーザー側受信の統計情

報 

rx_pause_req 入力 
pauseフレーム受信を指

示 

tx_pause_req 出力 
pauseフレーム送信を指

示 

tx_pause_val 出力 

pauseフレームparameter

フィールドの送信。pause

時間を指示 

tx_pause_source_addr 出力 
pauseフレームのソース

MACアドレス 

tx_ifg_delay_ena 出力 

送信の最小 IFGの構成：

1：最小 IFGの構成を有効

にする 

0：最小 IFGの構成を無効

にする。最小 IFGはデフ

ォルトで 12バイト 

tx_ifg_delay 出力 

送信の最小 IFG： 

tx_ifg_delay_enaが1の場

合、送信の最小 IFGは

tx_ifg_delayにより決定。 

tx_ifg_delayが 8未満の場

合、最小 IFGは 8。 

tx_ifg_delayが 8以上の場

合、最小 IFGはユーザー

が設定した値。  

tx_ifg_delay_enaが0の場

合、設定不能。 

tx_fcs_fwd_ena 出力 

送信 FCS Forward： 

1：送信 FCS Forwardを有

効にする 

0：送信 FCS Forwardを無

効にする 

tx_statistics_valid 出力 
ユーザー側送信の統計が

有効かを指示 

tx_statistics_vector 出力 
ユーザー側送信の統計情

報 
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ピン 方向 説明 備考 

Clk 入力 
Managementモジュール

のクロック入力 

miim_phyad 出力 PHYアドレス 

miim_regad 出力 レジスタのアドレス 

miim_wrdata 出力 書き込みデータ 

miim_wren 出力 書き込みイネーブル 

miim_rden  出力 読み出しイネーブル 

miim_rddata  入力 読み出しデータ 

miim_rddata_valid  入力 読み出しデータ有効 

miim_busy  入力 

MIIMインターフェースの

ステータスを指示：  

1：読み出し/書き込み中  

0：アイドル 
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5GUIでの構成 

Gowinソフトウェアの IP Core Generatorを使用して、PCI to Ethernet IP

を呼び出して構成できます。 

1. IP Core Generatorを開く 

プロジェクトが作成された後、Tools > IP Core Generatorをクリック

して、Gowinの IPコア生成ツールを開きます（図 5-1）。 

図 5-1 IP Core Generatorを開く 

 
 

2. PCI to Ethernet IPコアを開きます 

図 5-2に示すように、“PCI to Ethernet”をダブルクリックし PCI to 

Ethernet IPコアの構成 GUIを開きます。 
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図 5-2 PCI to Ethernet IPコアを開く 

 
 

3. PCI to Ethernet IPコアの構成 GUI 

構成 GUIの左側は PCI to Ethernet IPコアのポート図です（図 5-3）。 

図 5-3 PCI to Ethernet IPコアのポート図 

 

 

4. Helpドキュメントを開きます 

図 5-3の右下の Helpボタンをクリックして、構成 GUI内の各オプショ

ンの簡単な英語表記の意味を確認することができます。Helpドキュメ
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ントオプションの説明の順序とGUIの順序は一致しています（図 5-4）。 

図 5-4 Helpドキュメント 

 
 

5. 基本情報の構成 

構成 GUIの上部は基本情報の構成エリアであり、本マニュアルでは、

GW2A-18デバイス PG256パッケージを例に説明します。Module 

Nameオプションには、プロジェクトが作成された後のトップレベル

ファイルの名前が表示されます。デフォルトは PCI_to_Ethernet_Top”

であり、変更できます。“File Name”は、IPコアのフォルダです。こ

のフォルダは、PCI to Ethernet IPコアに必要なファイルを保存します。

デフォルトは“pci_to_ethernet”であり、ユーザーはこのパスを変更

できます。Create Inオプションでは IPコアのフォルダのパスが入力

されます。デフォルトは“（プロジェクトパス）¥src¥pci_to_ethernet”

であり、ユーザーはこのパスを変更できます。 

図 5-5基本情報の構成 GUI 
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6提供されるファイル 

提供されるファイルには主にデザインのドキュメントおよびソースコー

ドが含まれています。 

6.1 ドキュメント 

フォルダにはユーザーガイド（PDFファイル）があります。 

表 6-1ファイル一覧 

名称 説明 

Gowin PCI to Ethernet IPユーザーガイド（IPUG754） 即ち、本マニュアル 

6.2 デザインのソースコード 

暗号化コードのフォルダには、GUIでの構成に使用される、Gowin PCI to 

Ethernet IPの RTL暗号化コードが含まれています。 

表 6-2 PCI to Ethernetのソースコード一覧 

名称 説明 

pci_to_ethernet.v 
ユーザーにインターフェース情報を提供する、

暗号化された IPコアのトップレベルファイル。 
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